
名古屋市防災人材育成方針を
策定しました‼

防災の日常化による災害に強いまちづくりに向けて

名古屋市は市民・事業者・市職員の

防災人材育成を推進します！

毎年各地で災害が
起こっているけど、
名古屋に大災害は
来ないでしょ⁉

避難情報って何？
いつ、どこに

逃げればいいの？

命を守るためには、
行政だけでは限界が…

自分の身は
自分で守ろう！

事業者の防災対策って
どうやって進めたら
いいんだろう？

災害を「自分事」
として捉える！

災害リスクや
避難行動を知り、
備える！

地域防災活動を
盛り上げる！

Step１ Step２ Step３

名古屋市

防災危機管理局



自分や家族の命は自ら守り、皆と共に助かる意識を醸成する

・ 気候変動で毎年大きな被害が増加し、堤防等の決壊も

・ 南海トラフ地震はいつ起きてもおかしくない

・大規模災害では、行政による救出・救助にも限界がある

災害リスク・避難行動・事前対策の理解を促進する

地域防災活動を活性化する

・ 近年の災害では、ハザードマップで災害リスクが

明示されている場所で犠牲者が多発

・ 自分は大丈夫という思い込みによる逃げ遅れ

・ 阪神・淡路大震災では、約８割の人が地域住民等により救助

・ 避難の際に支援が必要な高齢者が増加

・ 地域コミュニティのつながりが弱まっている

自然災害の切迫と公助の限界

守れる命が失われている

多くの命を守るためには、
みんなの力が必要

1

2

3

自ら考え、自分や家族の命を守る行動がとれる

地域住民と協力して、お互いに助け合うことができる

め
ざ
す
べ
き
姿



従業員等を守り、地域と共に災害を乗り越える意識を醸成する

・ 経営者自身が事業所等を守る責任感と地域に貢献する意識を持ち、

社内全体で共有することが必要

・ 全国的に経営課題に災害対策を掲げる中小企業は2％にとどまる

命を守る対策と事業継続計画等の理解を促進する

地域との共生・支援への理解を促進する

・ 事業所には、人命の安全確保・物的被害の軽減・二次災害の防止・

帰宅困難者対策・事業継続計画の策定等の取るべき対策がある

・ インセンティブのある国の制度や市の支援等を知り対策を推進

・ 事業者は地域コミュニティの一員であり、発災直後の人命救助等で、

地域の大きな力になる存在

・ 事業所の資源等を活用した、地域への支援・協力体制が期待されている

事業者に期待される役割

備えれば災害を乗り越えられる

地域の一員として、
地域と共に災害を乗り越える
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来所者・従業員や事業所を守り、事業を継続できる

地域や市と協力して、地域と共に災害を乗り越えることができる
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災害対応業務を担う職員の土台となる意識を醸成する

円滑な災害対応業務に必要な能力を向上する

・ 職員の最大の使命は、市民の生命・身体・財産を守り、災害発生後も行政機能を継続すること

・ 各職員が自分の命を守ることで、被害が軽減し、災害対応できる人材の確保につながる

・ 迅速かつ的確な行政の支援が被災者の生活再建に大きな影響を与える

地域防災力を向上させる職員を育成する

・ 市民等の防災意識の向上には、あらゆる機会を活用した働きかけが重要

・ 地域の特性を理解し、寄り添った視点を持って考えることが大切

・ 心に響く場づくりや説明力等のスキルと熱意が必要

市民や事業者を支える公助

防災力を育むのはあなたの一言
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迅速かつ的確に災害対応業務を実施できる

防災を意識した業務運営に取り組むことができる

め
ざ
す
べ
き
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防災・減災は
皆さんの日常的な働きかけで推進されます！

【問い合わせ先】防災危機管理局危機管理企画室 TEL 052-972-3523 FAX 052-962-4030


